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本  文： 
 原発性進行性失語症 (primary progressive aphasia; PPA) とは，失語症が前景に立つ変性性認

知症である．PPA は，臨床診断基準で nonfluent/agrammatic variant PPA (nfvPPA)，semantic 
variant PPA (svPPA)，logopenic variant PPA (lvPPA) の 3 型に分類される．反響言語は相手の発

話の一部または全部を繰り返す現象で，局所脳損傷による反響言語は復唱が保たれる超皮質性失語

の特徴とされている．しかし，PPA における反響言語について系統的な検討はなされておらず，そ

の神経基盤についても明らかではない．本研究では，PPA における反響言語と関連する臨床的特徴

について明らかにすることを目的とした．さらに，反響言語と脳機能低下部位との関係を解析し，

反響言語の神経基盤について検討した． 
 対象は PPA 45 例 (nfvPPA 19 例，svPPA 5 例，lvPPA 7 例，分類不能 PPA 14 例) で，会話中の

自発話における反響言語の有無を判定した．その上で，反響言語あり群となし群に分け，臨床症状

および 123I-IMP-SPECT 画像での局所脳血流量を比較した．その結果，反響言語は nfvPPA 12 例 
(63%) と分類不能 PPA 2 例 (14%) において認められ，svPPA と lvPPA では認められなかった．

nfvPPA において，反響言語あり群では反響言語なし群に比して話し言葉の理解の得点が有意に低

く，模倣行動の出現率が有意に高かった．局所脳血流量では，nfvPPA の反響言語あり群は反響言語

なし群に比べて，両側の前補足運動野と中部帯状回において有意に脳血流量低下を認めた． 
 以上より，PPA における反響言語は nfvPPA に特徴的であり，聴覚的理解障害と反応抑制障害に

関連して生じることが示唆された．その神経基盤としては，前補足運動野・帯状回の関与が示され

た．






